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じ
め
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先
に
、
フ
ラ
ン
ス
破
毀
院
で
出
さ
れ
た
二
〇
一
九
年
一
〇
月
四
日
の
全
体
部
判
決
を
め
ぐ
っ
て
、
外
国
で
な
さ
れ
た
代
理
出
産
と
そ
の
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親
子
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た（

（
（

。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
同
判
決
以
降
、
本
文
中
で
見
る
よ
う
に
、
親
子
関
係
の
フ
ラ
ン
ス
の

戸
籍
へ
の
記
載
に
関
し
て
、
破
毀
院
の
第
一
民
事
部
判
決
に
よ
り
計
四
つ
の
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
一
九
年
一
二
月

一
八
日
に
は
、
同
性
間
カ
ッ
プ
ル
が
代
理
出
産
を
依
頼
し
た
場
合
に
お
い
て
、
精
子
提
供
を
受
け
た
者
に
関
し
て
の
出
産
と
そ
の
子
を
め

ぐ
る
親
子
関
係
に
つ
き
三
つ
の
判
決
が
出
さ
れ
、
次
い
で
、
二
〇
二
〇
年
三
月
一
八
日
の
判
決
に
お
い
て
、
女
性
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
に
お

い
て
戸
籍
上
の
記
載
を
認
め
る
判
決
を
下
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
同
性
間
カ
ッ
プ
ル
の
双
方
が
代
理
出
産
や
医
療
補
助
生
殖
の
手
段
に
よ
っ
て
得
た
子
と
親
子
関
係
が
あ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス

の
戸
籍
に
記
載
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
四
日
の
判
決
以
降
何
件
か
出
て
い
る
。

だ
が
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
四
日
の
判
決
は
、
一
般
化
さ
れ
う
る
も
の
な
の
か
。
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
四
日
の
破
毀
院
全
体

部
判
決
と
そ
れ
以
降
の
判
決
と
を
比
較
し
つ
つ
、
一
〇
月
四
日
の
判
決
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
一
言
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
に
お
い
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
四
日
に
下
さ
れ
た
破
毀
院
全
体
部
の
判
断
を
簡
単
に
見
た
上
で
、
そ
の
判
旨

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
（
第
一
章
）。
そ
の
後
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
八
日
の
三
つ
の
判
決
、
及
び
二
〇
二
〇
年
三
月
一
八
日
の
判
決

に
つ
い
て
検
討
し
た
う
え
で
（
第
二
章
）、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
の
論
理
が
先
例
と
し
て
一
般
化
で
き
る
も
の
か
に
つ
い
て
の
検
証
を
行
う

（
第
三
章
）。
そ
し
て
最
後
に
、
結
び
に
代
え
て
、
我
が
国
に
対
す
る
若
干
の
示
唆
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
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ぐ
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て
（
力
丸
）

第
一
章 

破
毀
院
全
体
部
二
〇
一
九
年
一
〇
月
四
日
判
決
の
意
義

一　

事
実
の
概
要

フ
ラ
ン
ス
人
夫
婦
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
代
理
出
産
を
依
頼
し
、
夫
は
自
己
の
精
子
を
提
供
し

た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
は
、
代
理
出
産
は
州
裁
判
所
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
も
と
合
法
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
同
年
七
月
一
四

日
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
判
所
は
、
生
ま
れ
て
く
る
子
の
父
親
を
生
物
学
上
の
父
親
、
そ
の
配
偶
者
を
法
律
上
の
母
親
と
し
た
。

同
年
一
〇
月
二
五
日
、
代
理
母
は
双
子
を
出
産
し
、
一
一
月
に
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
領
事
館
に
戸
籍
を
転
記
す
る
た
め
の

請
求
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
領
事
館
は
、
出
生
が
代
理
出
産
に
よ
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
こ
の
請
求
を
拒
絶
し
た
た
め
、
こ
の
問
題
は

外
国
に
お
い
て
生
じ
た
身
分
関
係
を
処
理
す
る
ナ
ン
ト
の
大
審
裁
判
所
に
送
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
子
ら
の
出
生
が
フ
ラ
ン
ス
の

戸
籍
簿
へ
記
載
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
検
察
官
が
こ
の
転
記
の
無
効
を
求
め
て
訴
え
た
の
が
本
件
の
始
ま
り
で
あ
る
。

二　

破
毀
院
全
体
部
の
判
断

破
毀
院
全
体
部
が
判
示
し
た
の
は
大
き
く
分
け
て
、
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
代
理
出
産
に
お
け
る
国
際
公
序
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
国
内
公
序
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
第
二
に
、
外
国
で
な
さ
れ
た
代
理
出
産
に
関
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
戸
籍
へ
の
転

記
が
必
要
と
な
る
が
、
精
子
を
提
供
し
た
父
親
は
生
ま
れ
て
き
た
子
と
生
物
学
上
の
親
子
関
係
が
あ
る
。
こ
の
父
親
の
配
偶
者
（
母
に
な

ろ
う
と
す
る
者
）
と
こ
の
子
と
の
親
子
関
係
に
つ
い
て
は
、
養
子
制
度
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
件
に
お
い
て
は
、
生
ま

れ
て
か
ら
す
で
に
一
八
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
同
制
度
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
さ
ら
に
、
両
親
に
関
し
て
、
欧
州
人
権
条
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約
第
八
条
に
い
う
と
こ
ろ
の
私
生
活
に
対
す
る
侵
害
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
早
急
に
身
分
確
定
を
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
判
断
し
、
破
毀
院
全
体
部
は
、
生
物
学
上
の
父
親
を
父
親
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
子
の
父
親
の
配
偶
者
を
直
接
母
親
と

す
る
こ
と
を
認
め
た
。

三　

二
〇
一
九
年
一
〇
月
四
日
判
決
の
特
徴

今
回
の
破
毀
院
判
決
で
最
も
特
筆
す
べ
き
点
は
、
直
接
子
を
懐
胎
、
出
産
し
て
い
な
い
女
性
を
母
親
と
し
て
認
め
た
点
で
あ
る
。

破
毀
院
全
体
部
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
諮
問
意
見
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
、
同
事
件
が
破
毀
院
や
欧
州
人
権
裁
判
所
に
複
数

回
係
属
し
て
い
る
こ
と
よ
り
、
最
終
的
判
断
が
出
る
ま
で
に
子
ら
が
生
ま
れ
て
か
ら
一
八
年
以
上
と
い
う
長
い
時
間
が
経
過
し
て
い
る
、

と
い
っ
た
事
案
の
特
殊
性
に
鑑
み
て
、
代
理
出
産
に
よ
り
母
親
と
な
る
こ
と
を
望
む
者
に
対
し
、
そ
の
母
親
た
る
こ
と
を
直
接
認
め
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
国
内
法
に
お
い
て
違
法
と
さ
れ
て
い
る
代
理
出
産
の
効
果
を
認
め
た
の
と
同
様
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

ま
た
、
国
内
公
序
と
国
際
公
序
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
両
者
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
破
毀
院

判
決
は
身
体
の
不
処
分
性
が
フ
ラ
ン
ス
の
国
内
公
序
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
国
内
公
序
と
国
際
公
序
と
を
特
に
区
別
す
る
こ
と
な
く
、

代
理
出
産
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
効
力
を
否
定
ま
た
は
制
限
し
て
い
た
。
し
か
し
、
本
判
決
に
お
い
て

は
国
内
公
序
と
国
際
公
序
と
を
区
別
し
て
判
断
が
下
さ
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
代
理
出
産
を
正
当
な
も
の
と
し
た
判
断
の
効
力
を
認

め
て
い
る（

（
（

。
破
毀
院
は
欧
州
人
権
裁
判
所
に
意
見
の
諮
問
を
し
て
お
り
、
実
質
上
破
毀
院
は
そ
の
意
見
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
こ
の
よ
う
な
論
理
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
面
は
あ
る
で
あ
ろ
う（

（
（

。

そ
の
反
面
で
、
こ
の
判
決
は
、
国
内
公
序
と
国
際
公
序
と
を
分
け
た
う
え
で
、
欧
州
人
権
裁
判
所
等
で
い
う
と
こ
ろ
の
国
際
公
序
に
お
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に
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療
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よ
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（
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い
て
は
、
代
理
出
産
は
違
法
で
あ
る（

（
（

と
は
限
ら
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
内
公
序
に
お
い
て
代
理
出
産
は
違
法
で
あ
る
、
と
い
う
点
を
改

め
て
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
捉
え
方
も
で
き
る
。

こ
の
部
分
の
評
価
は
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
以
上
見
た
よ
う
に
、
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
代
理
出
産
の
効

力
を
事
実
上
認
め
る
の
と
同
等
の
効
果
を
も
た
ら
す
場
合
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
後
こ
の
判
決
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
類
似
の
事
件
に
お
け
る
破
毀
院
の

判
断
を
見
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

第
二
章 

二
〇
一
九
年
一
〇
月
四
日
判
決
以
降
の
動
向

一　

二
〇
一
九
年
一
二
月
一
八
日
判
決

─
第
一
、
第
二
事
件

⑴　

事　

案

こ
の
日
に
出
さ
れ
た
判
決
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
計
三
件
で
あ
る（

（
（

。
そ
の
う
ち
の
二
つ
は
、
生
物
学
上
の
父
と
そ
の
者
の
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
第
二
の
男
性
双
方
が
、
代
理
出
産
で
生
ま
れ
た
子
の
親
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
戸
籍
簿
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
た
事

案
で
あ
る（

（
（

。

双
方
の
事
案
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
た
だ
婚
姻
の
有
無
と
代
理
出
産
を
依
頼
し
た
先
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ネ
バ
ダ
州
か
に
差

異
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
一
方
は
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
二
日
に
婚
姻
し
た
男
性
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
の
男

性
を
父
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
フ
ラ
ン
ス
国
籍
の
男
性
を
親
と
す
る
出
生
証
明
書
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ネ
バ
ダ
州
で
代
理
出
産
に
よ
り
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生
ま
れ
た
子
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
、
領
事
館
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
戸
籍
に
記
載
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
他
方

は
、
婚
姻
な
き
カ
ッ
プ
ル
に
お
い
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
の
代
理
出
産
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
ナ
ン
ト
大

審
裁
判
所
の
検
事
は
、
領
事
館
で
戸
籍
へ
の
転
記
の
請
求
に
異
議
を
申
し
立
て
た
。

⑵　

判　

旨

二
〇
一
九
年
一
〇
月
四
日
の
判
決
は
、
母
親
と
な
ろ
う
と
し
た
者
に
つ
い
て
、
そ
の
者
と
子
と
の
親
子
関
係
の
創
設
に
は
第
一
次
的
に

は
養
子
縁
組
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
養
子
縁
組
に
よ
る
解
決
が
で
き
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
事
件
が
裁
判

所
に
継
続
し
て
か
ら
長
期
間
経
過
し
て
い
る
と
い
う
特
殊
性
か
ら
、
直
接
の
親
子
関
係
を
認
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

二
〇
一
九
年
一
二
月
一
八
日
の
前
記
二
つ
の
判
決
は
、
子
と
の
間
に
完
全
養
子
縁
組
が
で
き
る
か
、
の
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
、

親
子
関
係
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
同
判
決
は
、
児
童
の
権
利
に
関
す
る
一
九
八
九
年
一
一
月
二
〇
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
第
三
条

第
一
項
（
子
の
最
善
の
利
益
）、
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
保
護
の
た
め
の
条
約
第
八
条
（
私
生
活
お
よ
び
家
庭
生
活
の
保
障
）、
並
び
に
民
法

第
四
七
条
を
考
慮
し
、
さ
ら
に
欧
州
人
権
裁
判
所
（
二
〇
一
九
年
四
月
一
〇
日
諮
問
意
見
）
に
よ
り
、
外
国
で
の
子
の
出
生
が
、
民
法
第

一
六
条
の
七
及
び
第
一
六
条
の
九
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
代
理
出
産
に
関
す
る
合
意
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
そ
れ
自
体
で
は
、
生

物
学
上
の
父
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
戸
籍
へ
の
転
記
を
妨
げ
、
母
親
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
親
子
関
係
を
認
め
る
の
を
妨
げ
る
に

は
十
分
と
は
い
え
な
い
、
と
判
示
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
二
〇
一
九
年
一
〇
月
の
事
案
で
見
た
よ
う
に
、
母
親
に
な
ろ
う
と
す
る
者
ば

か
り
で
な
く
、「
親
に
な
ろ
う
と
す
る
者
」
と
指
定
さ
れ
て
い
る
男
性
の
場
合
で
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
生
物
学
上
の
父
親
と
の
関
係

で
は
戸
籍
に
対
す
る
記
載
を
妨
げ
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
二
〇
一
七
年
七
月
五
日
の
破
毀
院
判
決（

（
（

に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で



七
七
九

外
国
に
お
い
て
な
さ
れ
た
生
殖
補
助
医
療
に
よ
り
出
生
し
た
子
と
の
親
子
関
係
を
め
ぐ
っ
て
（
力
丸
）

あ
る
、
と
述
べ
て
、
転
記
を
認
め
な
か
っ
た
控
訴
院
の
判
断
を
破
毀
し
た
の
で
あ
る
。

⑶　

評　

価

以
上
見
た
よ
う
に
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
八
日
の
判
決
二
件
に
よ
っ
て
、
一
〇
月
の
判
決
の
原
則
が
一
般
化
さ
れ
た
よ
う
で
も
あ

る
。こ

れ
に
対
し
て
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
の
事
案
の
う
ち
、
第
三
番
目
の
事
案
は
、
上
記
の
二
つ
の
も
の
と
は
少
し
状
況
が
異
な
っ
て
い

る
。

二　

二
〇
一
九
年
一
二
月
一
八
日
判
決

─
第
三
事
件（

（
（

⑴　

事　

案

こ
の
事
案
は
、
精
子
提
供
を
得
て
出
産
し
た
女
性
と
も
う
一
人
の
女
性
、
と
い
う
女
性
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
利
用
し
た
手
段
も
代
理
出
産
で
は
な
い
医
療
補
助
生
殖
（
Ｐ
Ｍ
Ａ
）
で
あ
る
。

ラ
ン
ベ
ス
地
区
登
録
官
事
務
所
（
ロ
ン
ド
ン
）
が
作
成
し
た
出
生
証
明
書
に
あ
る
子
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
ン
ド
ン
で
医
療
補
助
生
殖
に

よ
り
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
母
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
女
性
は
い
ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
国
籍
で
あ
っ
た
。
子
を
フ
ラ
ン
ス
の
戸
籍
へ
転
記
し
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
四
七
条
を
根
拠
に
、
ナ
ン
ト
大
審
裁
判
所
の
検
事
が
反
対
し
た
こ
と
に
よ
り
訴
訟
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。

こ
の
女
性
カ
ッ
プ
ル
は
破
毀
申
立
に
お
い
て
、
控
訴
院
は
国
際
児
童
の
権
利
条
約
第
三
条
第
一
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
子
の
最
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善
の
利
益
に
も
由
来
す
る
、
個
人
の
地
位
の
継
続
性
と
い
う
国
際
私
法
の
一
般
的
な
原
則
を
無
視
し
た
、
と
述
べ
た
。

⑵　

判　

旨

児
童
の
権
利
に
関
す
る
一
九
八
九
年
一
一
月
二
〇
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
第
三
条
第
一
項
、
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
保
護
の
た
め

の
条
約
第
八
条
、
民
法
第
四
七
条
を
考
慮
し
て
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
、
児
童
の
最
善
の
利
益
を
第
一
の
考
慮
事
項
と
す
れ
ば
、
以
下

の
こ
と
が
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
訴
え
は
、
子
の
外
国
出
生
記
録
の
転
記
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
親
子
関
係
の
承
認
や
創
設
の
た

め
の
訴
え
で
は
な
く
、
子
が
医
療
補
助
生
殖
に
よ
り
生
ま
れ
た
と
い
う
事
情
、
及
び
、
こ
の
記
録
が
民
法
第
四
七
条
の
意
味
で
証
明
的
な

も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
出
産
し
た
母
親
と
他
の
女
性
を
母
親
ま
た
は
親
と
し
て
指
定
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
戸
籍
簿

へ
の
転
記
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
述
べ
て
、
ロ
ン
ド
ン
で
生
ま
れ
た
子
の
出
生
証
書
の
内
容
の
転
記
の
限
度
に
お
い
て
、
原
判
決
を
破
毀
、
無
効
と
し

た
。⑶　

評　

価

こ
の
二
〇
一
九
年
一
二
月
の
第
三
の
事
案
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
二
〇
日（

（
（

、
破
毀
院
第
一
民
事
部
に
お
い
て
一
度
扱
わ
れ
た
事
案
で
あ

る
。
こ
の
際
に
、
女
性
間
カ
ッ
プ
ル
が
医
療
補
助
生
殖
に
よ
り
子
を
も
う
け
た
場
合
に
お
け
る
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
親
子
関
係
に
関

し
て
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
諮
問
意
見
と
破
毀
院
全
体
部
の
判
決（

（1
（

を
待
つ
、
と
い
う
判
断
が
破
毀
院
第
一
民
事
部
に
お
い
て
さ
れ
た
た

め
、
判
断
時
期
が
先
の
男
性
間
の
カ
ッ
プ
ル
の
ケ
ー
ス
と
同
時
と
な
っ
た
。
判
旨
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
男
性
間
カ
ッ
プ
ル
の
場
合
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八
一

外
国
に
お
い
て
な
さ
れ
た
生
殖
補
助
医
療
に
よ
り
出
生
し
た
子
と
の
親
子
関
係
を
め
ぐ
っ
て
（
力
丸
）

の
代
理
出
産
の
ケ
ー
ス
と
、
全
く
同
様
の
手
法
で
、
女
性
間
カ
ッ
プ
ル
の
場
合
に
医
療
補
助
生
殖
に
よ
っ
て
子
を
も
う
け
た
ケ
ー
ス
と
を

取
り
扱
っ
て
い
る
。

こ
の
第
三
事
件
と
同
様
に
、
代
理
出
産
で
は
な
い
医
療
補
助
生
殖
に
よ
る
出
産
に
よ
り
子
を
も
う
け
た
女
性
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

が
、
子
に
対
し
て
親
子
関
係
あ
り
の
記
載
を
戸
籍
に
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
二
〇
二
〇
年
三
月
一
八
日
の
破
毀
院
第
一

民
事
部
の
判
決
が
あ
る
。

三　

破
毀
院
第
一
民
事
部
二
〇
二
〇
年
三
月
一
八
日
判
決（

（1
（

⑴　

事　

案

こ
の
事
案
は
、
人
工
生
殖
に
よ
っ
て
子
を
も
う
け
た
女
性
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
に
つ
き
、
一
方
の
女
性
が
子
の
母
親
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
籍
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
女
性
が
フ
ラ
ン
ス
国
籍
で
あ
り
、
両
者
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
在
住
し
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
子
は

イ
ギ
リ
ス
の
チ
ェ
ル
シ
ー
で
出
生
し
て
お
り
、
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
＆
チ
ェ
ル
シ
ー
行
政
区
の
戸
籍
係
に
お
い
て
出
生
証
書
が
作
成
さ
れ
て
い

る
。在

ロ
ン
ド
ン
フ
ラ
ン
ス
総
領
事
館
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
持
つ
女
性
と
の
間
に
親
子
関
係
が
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
領
事
館
で
フ

ラ
ン
ス
の
戸
籍
へ
の
記
載
を
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
た
め
、
女
性
た
ち
は
ナ
ン
ト
大
審
裁
判
所
の
検
事
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
戸
籍
に
子
の
出

生
記
録
を
転
記
す
る
よ
う
求
め
た
。

原
審
の
レ
ン
ヌ
控
訴
院
が
女
性
ら
の
請
求
を
認
め
な
か
っ
た
た
め
、
同
人
た
ち
は
、
自
身
そ
し
て
子
の
法
定
代
理
人
と
し
て
破
毀
申
立
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を
な
し
た
。

⑵　

判　

旨

児
童
の
権
利
に
関
す
る
一
九
八
九
年
一
一
月
二
〇
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
第
三
条
第
一
項
（
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
保
護
）
及
び
人
権

及
び
基
本
的
自
由
の
保
護
の
た
め
の
条
約
第
八
条
（
私
生
活
及
び
家
庭
生
活
の
保
護
）、
民
法
第
四
七
条
を
考
慮
し
推
論
す
る
と
、
子
の
外
国

で
の
出
生
記
録
の
転
記
を
目
的
と
し
た
訴
訟
に
お
い
て
、
そ
の
子
が
医
療
補
助
生
殖
に
よ
り
生
ま
れ
た
と
い
う
事
情
、
並
び
に
、
そ
の
記

録
が
民
法
第
四
七
条
の
意
味
で
証
明
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
子
が
出
産
し
た
母
親
と
他
の
女
性
を
母
親
ま
た
は
親
と
し
て
指

定
し
て
い
る
と
い
う
事
情
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
戸
籍
簿
へ
の
転
記
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

控
訴
院
は
、
英
国
で
作
成
さ
れ
た
出
生
証
書
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
女
性
が
養
子
縁
組
を
な
さ
ず
に
法
律
上
の
親
で
あ
る
と
し
て
お
り
、

ま
た
子
は
、
生
物
学
的
母
を
一
人
だ
け
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
な
の
に
、
母
親
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に
も
親
た
る
資
格
を
認
め
た
こ

と
は
現
実
に
対
応
し
て
い
な
い
、
と
す
る
。

ま
た
、
出
産
し
た
母
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
籍
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
親
族
関
係
が
成
立
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
戸
籍
簿
へ
の
転
記
請
求
は
却
下
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
結
果
と
し
て
国
際
条
約
違
反
が
あ
っ
た
と
の
訴
え
は
無
効
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
破
毀
院
は
、
こ
の
出
生
証
書
は
合
法
で
あ
り
、
英
国
法
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
、
と
し
て
、
原
判
決
を
破
毀
し
、
子
の
生

ま
れ
が
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ェ
ル
シ
ー
で
あ
る
こ
と
を
フ
ラ
ン
ス
の
戸
籍
簿
に
載
せ
る
こ
と
を
命
じ
た
。
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外
国
に
お
い
て
な
さ
れ
た
生
殖
補
助
医
療
に
よ
り
出
生
し
た
子
と
の
親
子
関
係
を
め
ぐ
っ
て
（
力
丸
）

⑶　

評　

価

こ
の
二
〇
二
〇
年
三
月
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
の
判
決
の
流
れ
を
く
む
も
の
と
し
て
、
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
判
決
の
論
理
に
つ
い
て
は
取
り
分
け
て
目
新
し
い
も
の
は
な
い
。
た
だ
、
医
療
補
助
生
殖
に
つ
い
て
は
、
現
在
フ
ラ

ン
ス
に
お
い
て
生
命
倫
理
法
の
改
正
の
中
で
、
そ
の
対
象
を
拡
大
す
べ
く
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（

（1
（

、
今
後
こ
の
問
題
は
そ
の
改
正
と

関
わ
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑷　

小　

括

以
上
の
四
つ
の
判
決
よ
り
、
破
毀
院
が
と
る
立
場
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
四
日
の
事
案

で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
異
性
間
カ
ッ
プ
ル
が
代
理
出
産
と
い
う
手
法
を
使
っ
た
場
合
の
み
な
ら
ず
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
の
男
性
間
カ
ッ

プ
ル
の
事
案
の
よ
う
に
、
代
理
出
産
を
依
頼
し
た
カ
ッ
プ
ル
が
同
性
間
カ
ッ
プ
ル
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
戸
籍
簿
へ
の
転

記
は
、
そ
の
カ
ッ
プ
ル
の
間
の
関
係
が
婚
姻
関
係
に
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。

さ
ら
に
、
子
の
出
生
の
際
に
用
い
た
手
段
が
、
代
理
出
産
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
他
の
医
療
補
助
生
殖
に
よ
り
子
を
も
う
け
た
場
合
で
あ

ろ
う
と
、
同
様
の
状
況
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
る
の
み
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
戸
籍
簿
へ
の
転
記
を
妨
げ
る

事
情
と
し
て
は
十
分
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
二
〇
一
九
年
一
〇
月
四
日
の
破
毀
院
全
体
部
の
判
決
の
事
案
に
お
い
て
は
、
訴
訟
提
起
か
ら
一
八
年

ほ
ど
が
過
ぎ
、
完
全
養
子
縁
組
も
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
特
殊
性
が
あ
っ
た
た
め
、
上
記
の
よ
う
な
判
断
が

下
さ
れ
た
こ
と
は
判
決
文
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
の
判
決
以
降
に
お
い
て
は
、
親
に
な
ろ
う
と



七
八
四

す
る
者
と
子
と
の
間
に
親
子
関
係
を
認
め
る
か
検
討
す
る
際
に
、
も
は
や
養
子
縁
組
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
の
検
討
を
す
る
こ
と
な
く
、

戸
籍
簿
へ
の
転
記
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
点
を
も
っ
て
、
破
毀
院
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
の
全
体
部
判
決
の
理
論
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
判
断
し
た
か
ら
だ
と
い
う
評
価
も
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が（

（1
（

、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
章
で
よ
り
詳
し
く
検
討
す
る
。

第
三
章 

二
〇
一
九
年
一
〇
月
四
日
の
判
例
理
論
の
一
般
化
に
関
す
る
評
価
要
素

一　

二
〇
一
九
年
一
〇
月
四
日
の
破
毀
院
全
体
部
判
決
の
理
論
を
一
般
化
す
る
こ
と
の
可
否

以
上
見
た
よ
う
に
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
の
三
件
の
判
決
、
及
び
二
〇
二
〇
年
三
月
一
八
日
の
判
決
の
結
論
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
も
は

や
二
〇
一
九
年
一
〇
月
の
判
断
は
、
一
般
化
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
と
に
、
代
理
出
産
に
基
づ
い
て
子
を
も
う
け
た
者
と
子
と
の
親
子
関
係
が
戸
籍
上
に
転
記
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
意
義
が
大
き

い
。
と
い
う
の
も
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
代
理
出
産
は
現
在
ま
で
違
法
と
さ
れ
て
お
り
、
来
る
生
命
倫
理
法
の
改
正
に
お
い
て
も
、
代

理
出
産
以
外
の
医
療
補
助
生
殖
に
関
し
て
は
、
女
性
一
般
に
広
く
認
め
る
意
向
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
、
代
理
出
産
の
禁
止
に
つ
い
て

は
、
フ
ラ
ン
ス
は
そ
の
姿
勢
を
堅
持
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
の
第
一
、
第
二
の
事
案
が
示
す
よ
う
に
、
代

理
出
産
に
よ
り
子
を
も
う
け
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
生
物
学
上
の
関
係
の
な
い
者
を
親
と
し
う
る
、
と
い
う
解
決
は
、
代
理
出
産
が
フ
ラ

ン
ス
国
内
で
違
法
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
重
大
な
変
更
と
も
な
り
か
ね
な
い
。

し
か
し
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
第

一
に
、
破
毀
院
全
体
部
は
二
〇
一
九
年
一
〇
月
の
判
決
に
お
い
て
、
親
子
関
係
を
認
め
る
に
あ
た
っ
て
は
養
子
制
度
に
よ
る
の
が
望
ま
し
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八
五

外
国
に
お
い
て
な
さ
れ
た
生
殖
補
助
医
療
に
よ
り
出
生
し
た
子
と
の
親
子
関
係
を
め
ぐ
っ
て
（
力
丸
）

い
、
と
い
う
立
場
を
崩
し
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
第
二
に
、
生
物
学
上
の
親
子
関
係
が
な
い
場
合
に
は
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
親

子
関
係
を
創
設
す
る
こ
と
が
、
一
般
的
に
望
ま
し
い
と
は
い
え
、
こ
の
事
案
に
お
い
て
は
子
が
生
ま
れ
て
か
ら
一
八
年
以
上
が
経
過
し
て

お
り
、
完
全
養
子
縁
組
が
認
め
ら
れ
る
期
間
を
徒
過
し
て
い
た
、
と
い
う
例
外
的
事
情
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
こ
の

事
案
で
代
理
出
産
が
行
わ
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
異
性
間
カ
ッ
プ
ル
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
こ
と
よ
り
、
な
お
、
一
二
月
の
事
案
と
は
異
な

る
点
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
の
破
毀
院
全
体
部
の
判
断
が
こ
れ
以
降
一
般
化
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
プ
ラ
ス
の
要
因
（
⑴
）
と

マ
イ
ナ
ス
の
要
因
（
⑵
）
と
を
比
較
し
て
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
破
毀
院
の
立
場
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
す
る
。

⑴　

一
般
化
に
関
す
る
プ
ラ
ス
要
因

プ
ラ
ス
要
因
と
し
て
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
と
の
関
係
、
二
〇
一
三
年
の
ト
ビ
ラ
通
達
と
の
関
係
、
そ
し
て
、
代
理
出
産
に
対
す
る
世

論
、
の
三
点
か
ら
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒜　

欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
断
と
の
関
係

二
〇
一
九
年
一
二
月
及
び
二
〇
二
〇
年
三
月
に
お
け
る
複
数
の
判
決
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
児
童
の
権
利
に

関
す
る
一
九
八
九
年
一
一
月
二
〇
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
第
三
条
第
一
項
（
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
保
護
）
及
び
人
権
及
び
基
本
的
自
由

の
保
護
の
た
め
の
条
約
第
八
条
（
私
生
活
及
び
家
庭
生
活
の
保
護
）、
民
法
第
四
七
条
を
考
慮
し
て
判
断
す
る
、
と
い
う
文
言
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
破
毀
院
な
ど
国
内
の
最
上
級
裁
判
所
の
判
断
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
が
人
権
侵
害
が
あ
る
場
合
な
ど
他
の
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要
件
を
満
た
す
な
ら
ば
、
当
事
者
は
欧
州
人
権
裁
判
所
に
同
事
件
の
提
訴
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
仮
に
、
代
理
出
産
に
よ
る
子
の
出
生
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
国
内
裁
判
所
に
お
い
て
、
こ
の
子
の
フ
ラ
ン
ス

戸
籍
簿
へ
の
転
記
を
否
定
し
た
と
し
て
も
、
当
事
者
は
欧
州
人
権
裁
判
所
に
こ
の
事
件
を
改
め
て
提
訴
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
場
合
に
、
こ
れ
ま
で
同
裁
判
所
が
示
し
て
き
た
よ
う
に
、
子
の
最
善
の
利
益
、
と
い
う
こ
と
に
重
き
を
お
く
の
で
あ
れ
ば
、
欧

州
人
権
裁
判
所
に
お
い
て
人
権
に
配
慮
し
て
い
な
い
判
決
と
の
判
断
が
下
さ
れ
る
可
能
性
も
高
く
、
そ
れ
を
前
提
に
国
内
裁
判
所
が
再
度

判
断
を
す
る
と
い
う
場
合
に
は
、
事
実
上
、
現
在
破
毀
院
に
お
い
て
下
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
出
生
が
代
理
出
産
に
よ
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
戸
籍
に
転
記
す
る
こ
と
の
妨
げ
と
は
な
ら
な
い
」、
と
い
う
判
断
を
下
さ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
に
、
一
度
否
定
し
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
肯
定
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
最
初
か
ら
肯
定
の
判
決

を
出
す
と
す
る
な
ら
ば
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
考
え
る
と
こ
ろ
と
合
致
す
る
判
決
が
下
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

⒝　

ト
ビ
ラ
通
達
と
の
関
係

ま
た
、
子
の
最
善
の
利
益
を
重
視
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
単
に
欧
州
人
権
裁
判
所
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
お
い

て
も
既
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
考
え
方
で
あ
る
。
そ
の
端
的
な
表
れ
と
し
て
、
二
〇
一
三
年
に
出
さ
れ
た
、
ト
ビ
ラ
通
達
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
通
達
は
、
同
性
間
カ
ッ
プ
ル
な
ど
が
フ
ラ
ン
ス
国
外
で
代
理
出
産
に
よ
り
子
を
も
う
け
、
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
す
る
、

と
い
う
事
例
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
子
が
毎
年
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
相
当
数
い
る
が
、
彼
ら
に
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
与

え
る
べ
く
出
さ
れ
た
通
達
で
あ
る
。
当
時
も
、
こ
れ
は
国
内
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
代
理
出
産
を
事
実
上
認
め
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
大

き
な
問
題
と
な
り
、
憲
法
院
に
よ
っ
て
合
憲
で
あ
る
か
の
判
断
ま
で
な
さ
れ
た（

（1
（

。
結
論
的
に
は
合
憲
の
判
断
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
当
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七

外
国
に
お
い
て
な
さ
れ
た
生
殖
補
助
医
療
に
よ
り
出
生
し
た
子
と
の
親
子
関
係
を
め
ぐ
っ
て
（
力
丸
）

時
の
司
法
相
ト
ビ
ラ
氏
が
重
視
し
た
の
は
、
既
に
存
在
し
て
い
る
子
の
保
護
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
一
三
年
の
段
階
で
既
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
法
の
形
式
的
な
解
釈
よ
り
も
、
実
質
的
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

者
を
保
護
す
る
と
い
う
立
場
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
通
達
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
国
内
法
で
違
法
と
さ
れ
て
い
る
代
理
出
産
に
よ
り
出
生
し
た
子
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
世
に

既
に
存
在
し
て
い
る
限
り
、
一
人
の
人
間
と
し
て
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
国
民
と
し
て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
る
の
が
現
在
の

フ
ラ
ン
ス
の
立
場
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
子
が
存
在
す
る
以
上
、
そ
の
子
の
戸
籍
に
関
し
フ
ラ
ン
ス
の
戸

籍
に
転
記
す
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
余
地
は
あ
る
と
言
え
る
。
た
だ
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
の
破
毀
院
全
体
部
判

決
が
触
れ
て
い
た
よ
う
に
、
い
っ
た
ん
養
子
縁
組
の
余
地
を
検
討
し
た
の
ち
に
、
そ
れ
で
困
難
の
あ
る
場
合
に
は
、
直
接
的
に
親
子
関
係

を
認
め
る
と
い
う
例
外
的
な
取
り
扱
い
を
認
め
る
、
と
い
う
二
段
階
の
措
置
を
考
え
て
も
良
い
、
と
い
う
判
断
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、
ト
ビ
ラ
通
達
の
考
え
方
は
、
一
つ
の
価
値
判
断
と
は
な
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
例
外
を
認
め
な
い
と
い
う
考
え
方
と
い
う

わ
け
で
も
な
い
。

⒞　

代
理
出
産
に
対
す
る
世
論
と
の
関
係

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
近
時
代
理
出
産
を
合
法
化
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
人
た
ち
が
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
調
査
会
社Ifop

が
行
っ
た
二
〇
一
九
年
五
月
及
び
九
月
の
調
査
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
社
は
ま
ず
Ａ
Ｄ
Ｆ
Ｈ
（A

ssociation des 

Fam
illes H

om
oparentales

）
の
た
め
、
二
〇
一
九
年
五
月
二
二
日
か
ら
二
四
日
に
か
け
て
調
査（

（1
（

を
行
っ
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
に
行
わ

れ
た
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｅ
（
国
立
統
計
経
済
研
究
所
）
調
査
を
も
と
に
、
年
齢
一
八
歳
以
上
で
フ
ラ
ン
ス
本
土
に
居
住
し
て
い
る
者
の
う
ち
か
ら
、
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年
齢
お
よ
び
性
別
（
社
会
人
口
学
的
基
準
）、
職
業
（
社
会
職
業
的
な
基
準
）、
住
ん
で
い
る
地
方
な
ら
び
に
住
ん
で
い
る
都
市
の
規
模
（
地
理

的
基
準
）
に
応
じ
て
抽
出
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
、
二
、〇
〇
〇
名
を
対
象
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
調
査
方
法
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ

れ
た
質
問
に
対
す
る
ネ
ッ
ト
へ
の
回
答
に
よ
る
。

こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
代
理
出
産
を
求
め
る
異
性
間
カ
ッ
プ
ル
が
こ
の
手
段
に
よ
っ
て
子
を
持
つ
こ
と
に
好
意
的
で
あ
る
と
す
る
も
の

が
六
二
％
（
大
変
好
意
的
、
二
八
％
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
意
的
三
四
％
）、
子
を
持
ち
た
い
と
望
む
も
の
が
同
性
間
カ
ッ
プ
ル
で
あ
っ
た
場

合
に
は
四
八
％
が
好
意
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
大
変
好
意
的
、
二
〇
％
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
意
的
二
八
％
）。

そ
し
て
、
異
性
間
カ
ッ
プ
ル
が
代
理
出
産
に
よ
り
子
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
八
二
％
の
同
性
愛
者
が
好
意
的
だ
と
し
て
お
り
、
男

女
別
に
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
六
二
％
が
好
意
的
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る（

（1
（

。

ま
た
、
同
性
愛
者
が
代
理
出
産
に
よ
り
子
を
持
つ
こ
と
に
つ
き
、
七
七
％
の
同
性
愛
者
が
好
意
的
だ
と
答
え
て
い
る
点
が
特
筆
す
べ
き

結
果
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
性
的
指
向
で
は
な
く
、
単
に
男
女
別
に
見
て
も
、
男
性
の
四
四
％
、
女
性
の
五
一
％
が
好
意
的
で
あ
る

と
回
答
し
て
い
る（

（1
（

。

同
様
の
調
査
は
、
二
〇
一
九
年
九
月
一
一
日
お
よ
び
一
二
日
に
も
行
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
調
査
は
、CN

ew
s

とSud Radio

の
た
め

に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
二
〇
一
五
年
に
行
わ
れ
た
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｅ
の
調
査
を
も
と
に
、
年
齢
一
八
歳
以
上
で
フ
ラ
ン
ス
本
土
に
居
住
し

て
い
る
者
の
う
ち
か
ら
、
先
の
も
の
と
同
じ
複
数
の
基
準
に
応
じ
て
抽
出
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
、
一
、〇
一
七
名
を
対
象
に
行
わ
れ
た
。

調
査
方
法
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
質
問
に
対
す
る
ネ
ッ
ト
へ
の
回
答
に
よ
る
。

こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
異
性
間
カ
ッ
プ
ル
が
代
理
出
産
に
よ
り
子
を
持
ち
た
い
と
す
る
場
合
、
そ
れ
に
好
意
的
で
あ
る
と
す
る
も
の
が

六
六
％
（
大
変
好
意
的
が
三
二
％
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
意
的
が
三
四
％
）、
子
を
望
む
者
が
同
性
間
カ
ッ
プ
ル
で
あ
っ
た
場
合
に
は
五
〇
％
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外
国
に
お
い
て
な
さ
れ
た
生
殖
補
助
医
療
に
よ
り
出
生
し
た
子
と
の
親
子
関
係
を
め
ぐ
っ
て
（
力
丸
）

が
好
意
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
大
変
好
意
的
が
二
三
％
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
意
的
が
二
七
％
）。
二
〇
一
四
年
の
調
査
以
来
、
代
理
出

産
を
認
め
る
こ
と
に
好
意
的
な
者
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
、
大
ま
か
に
言
っ
て
右
上
が
り
の
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
の
二
〇
一
九
年
九
月
の

調
査
に
至
っ
て
初
め
て
、
同
性
間
カ
ッ
プ
ル
に
関
す
る
問
い
に
対
し
て
五
〇
％
ま
で
至
っ
た
。
こ
と
に
目
を
引
く
の
は
、
同
性
間
カ
ッ
プ

ル
の
代
理
出
産
に
好
意
的
な
者
の
う
ち
一
八
歳
か
ら
二
四
歳
ま
で
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
回
答
で
あ
る
。
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
は
好
意

的
な
者
の
割
合
が
七
〇
％
（
大
変
好
意
的
が
四
一
％
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
意
的
が
二
九
％
）
に
ま
で
達
し
て
い
る（

（2
（

。

以
上
見
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
世
論
は
だ
い
ぶ
代
理
出
産
に
好
意
的
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
政
府
は
代
理
出
産
が
違
法
で
あ
る

と
い
う
立
場
を
崩
し
て
お
ら
ず
、
直
近
の
生
命
倫
理
法
改
正
法
案
に
お
い
て
も
こ
の
立
場
を
強
固
に
維
持
し
て
い
る
。

こ
の
生
命
倫
理
法
の
改
正
に
関
し
て
は
、
女
性
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
や
女
性
単
独
で
、
医
療
補
助
生
殖
の
手
段
を
用
い
て
子
を
持
つ
こ
と

も
認
め
る
と
し
て
い
る（

（2
（

。
し
た
が
っ
て
今
回
の
生
命
倫
理
法
の
改
正
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
す
れ
ば
、
父
親
の
い
な
い
家
族
と
い
う

も
の
が
法
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
今
回
の
二
〇
一
九
年
一
二
月
以
降
の
判
決
の
よ

う
に
、
親
が
双
方
と
も
男
性
、
ま
た
は
女
性
、
と
い
う
親
子
関
係
も
ま
た
積
極
的
に
認
め
て
い
く
、
と
い
う
解
釈
も
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。⑵　

一
般
化
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ス
要
因

一
方
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
し
て
は
、
国
内
法
に
よ
る
禁
止
、
そ
し
て
Ｅ
Ｕ
域
内
で
の
統
一
法
企
図
の
失
敗
と
の
関
係
、
さ
ら
に
カ
ッ
プ

ル
の
あ
り
方
、
の
三
点
が
そ
の
要
因
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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⒜　

国
内
法
で
代
理
出
産
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
の
関
係

フ
ラ
ン
ス
国
内
に
お
い
て
は
一
貫
し
て
代
理
出
産
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

先
に
プ
ラ
ス
要
因
の
と
こ
ろ
で
考
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
確
か
に
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
の
司
法
機
構
に
と
っ
て
、
国
内
裁
判
所
の
判
断
の

み
な
ら
ず
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
断
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
影
響
力
も
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
側
面
は
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
一
〇
月
判
決
を
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
国
内
公
序
と
国
際
公
序
の
峻
別
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
は
っ
き
り
と

評
釈
を
加
え
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
評
釈
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
破
毀
院
判
決
は
、
代
理
出
産
が
ア
メ
リ
カ
な
ど
、
各

事
案
に
お
い
て
実
際
に
行
わ
れ
た
場
所
で
は
合
法
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
違
法
で
あ
る
、
と
い
う
論
理
の
も
と
、

効
果
を
否
定
、
ま
た
は
限
定
的
に
解
釈
し
て
き
た
。
し
か
し
、
一
〇
月
判
決
に
お
い
て
は
、
外
国
で
は
合
法
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の

国
際
公
序
が
フ
ラ
ン
ス
の
国
内
公
序
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
、
と
い
う
趣
旨
を
判
決
文
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
判
決
を
検
討
し
た
折
に
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が（

（2
（

、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を
な
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
国
際
的
に
見
れ
ば
代
理
出
産
に
は
い
ろ
い
ろ
な
立
場
が
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
依
然
違
法
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

を
強
調
す
る
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
姿
勢
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
生
命
倫
理
法
の
改
正
に
お

い
て
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
域
内
で
代
理
出
産
に
つ
い
て
統
一
的
な
法
規
を
つ
く
る
べ
く
、
各
国
の
状
況
、
意
図
を

調
査
し
た
際
、
フ
ラ
ン
ス
は
む
し
ろ
Ｅ
Ｕ
域
内
で
積
極
的
に
代
理
出
産
を
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
立
場
を
表
明
し
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
事
象
を
見
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
が
代
理
出
産
を
合
法
化
す
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
る
、
と
い
う
姿
勢
を
堅
持
し
て
い
る
よ
う
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
姿
勢
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
判
決
の
意
図
は
む
し
ろ
、
国
際
公
序
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

れ
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
代
理
出
産
を
違
法
と
す
る
立
場
を
貫
く
、
と
い
う
と
こ
ろ
を
強
調
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
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外
国
に
お
い
て
な
さ
れ
た
生
殖
補
助
医
療
に
よ
り
出
生
し
た
子
と
の
親
子
関
係
を
め
ぐ
っ
て
（
力
丸
）

か
。こ

の
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
判
決
の
中
で
、
こ
れ
が
転
記
の
問
題
に
関
す
る
訴
え
で
あ
り
、
親
子
関
係
の
承
認
や
創
設
の
訴
え
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
点
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
戸
籍
簿
へ
の
転
記
の
訴
え
だ
、
と
い
う
の
は
ま
さ
に
そ
の
通

り
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ゆ
え
、
親
子
関
係
創
設
の
訴
え
で
な
い
か
ら
、
前
章
で
見
て
き
た
よ
う
な
判
断
が
可
能
な
の
だ
、
と
い
う
論
理
は

ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
戸
籍
簿
に
転
記
さ
れ
れ
ば
、「
母
」、「
父
」、
ま
た
は
単
に
「
親
」
と
記
載
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
親
子
関
係
が
認
め
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
創
設
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
同
様
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
〇
一
九
年
一
二
月
以
降
の
破
毀
院
判
決
が
意
図
し
て
い
た
こ
と
は
、
①
ま
ず
代
理
出
産
自
体
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
禁
止
の
立
場
を

崩
し
て
い
な
い
こ
と
、
②
そ
し
て
、
外
国
で
行
わ
れ
た
代
理
出
産
な
ど
に
よ
り
生
ま
れ
た
子
に
関
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
の
戸
籍
簿
へ
の
転
記

に
関
し
て
は
、
あ
く
ま
で
外
国
で
合
法
と
さ
れ
た
書
類
に
基
づ
く
身
分
関
係
を
、
外
国
の
判
断
に
特
段
の
問
題
が
な
い
場
合
に
、
フ
ラ
ン

ス
の
戸
籍
上
に
写
し
取
っ
た
だ
け
で
、
代
理
出
産
自
体
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
以
上
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
現
実
に
生
ま
れ
、
存
在
す
る
子
を
い
か
に
保
護
す
る
か
、
苦
心
し
た
末
の
論
理
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
言
い
方
を
換
え
れ

ば
、
詭
弁
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
え
る
。

さ
ら
に
判
例
の
論
理
を
前
提
と
す
れ
ば
、
代
理
出
産
な
ど
に
よ
っ
て
出
生
し
た
と
い
う
事
実
の
み
に
よ
っ
て
は
そ
の
転
記
の
効
果
を
妨

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
論
理
に
よ
っ
て
、
破
毀
院
は
こ
の
転
記
の
効
力
を
認
め
て
い
る
が
、「
代
理
出
産
な
ど
に
よ
っ
て
出
生

し
た
と
い
う
事
実
の
み
に
よ
っ
て
は
、」
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
転
記
の
効
果
を
妨
げ
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
が
あ
り
う
る
の
か
、
と
い

う
問
題
も
出
て
こ
よ
う（

（2
（

。

こ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
た
先
に
見
た
よ
う
に
、
現
在
破
毀
院
判
決
に
お
い
て
は
、
代
理
出
産
を
事
実
上
認
め
る
よ
う
な
判
決
が
相
次
い
で
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い
る
と
も
見
ら
れ
る
が
、
近
い
将
来
覆
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
と
も
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
同
性
婚
合
法
化
に
よ
り
、
同
性
間
カ
ッ
プ
ル
が

子
を
持
つ
権
利
も
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
、
こ
の
二
〇
一
三
年
法
制
定
直
後
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
子
と
完
全
養
子
縁
組
を
す

る
こ
と
も
比
較
的
容
易
に
各
地
方
の
裁
判
所
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
う
ち
に
、
養
子
縁
組
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
子
が
代
理
出
産
に
よ
り
生
ま
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
こ
れ
ま
た
多
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
内
で
代
理
出
産
を
行
え
ば
違
法
で
あ

る
た
め
何
の
効
果
も
認
め
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
国
外
で
代
理
出
産
を
行
い
、
フ
ラ
ン
ス
に
連
れ
て
帰
っ
て
き
た
場
合
に
、
問
題
な
く
養

子
縁
組
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
脱
法
行
為
と
な
る
、
と
し
て
、
次
第
に
養
子
縁
組
の
効
力
に
疑
義
を
挟
む

考
え
方
が
出
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
当
初
は
た
と
え
比
較
的
容
易
に
効
果
を
認
め
る
こ
と
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
が
結
果
的
に
代
理
出
産
の
効
果
を
事

実
上
肯
定
す
る
、
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
を
指
摘
し
て
、
脱
法
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
近
い
将
来

効
力
を
否
定
、
ま
た
は
制
限
す
る
と
い
う
流
れ
に
な
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
代
理
出
産
は
国
内
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
考
え
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
解
釈
が
変
更
さ
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
行
か
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

例
外
措
置
と
し
て
厳
格
に
解
す
べ
き
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
現
在
の
判
例
の
動
向
だ
け
で
は
、
事
案
の
集
積
が
そ
れ

ほ
ど
な
い
こ
と
も
あ
り
、
判
例
理
論
と
し
て
一
般
化
で
き
る
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
ま
だ
時
期
尚
早
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
一
歩
譲
っ
て
、
生
命
倫
理
法
が
改
正
さ
れ
た
暁
に
は
、
代
理
出
産
か
ら
出
て
く
る
親
子
関
係
に
関
し
て
、
判
例
理
論
の
一
般
化
と

い
う
立
場
の
変
更
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
改
正
以
降
に
生
じ
う
る
可
能
性
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
法
が
改
正
さ

れ
る
以
前
に
立
法
機
関
で
な
い
裁
判
所
が
実
質
的
な
法
改
正
、
ま
た
は
そ
れ
に
類
似
す
る
よ
う
な
立
場
を
と
っ
た
、
と
解
釈
す
る
こ
と
に

は
な
お
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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外
国
に
お
い
て
な
さ
れ
た
生
殖
補
助
医
療
に
よ
り
出
生
し
た
子
と
の
親
子
関
係
を
め
ぐ
っ
て
（
力
丸
）

⒝　

Ｅ
Ｕ
域
内
で
の
統
一
法
企
図
の
失
敗
と
の
関
係

代
理
出
産
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
三
年
、
Ｅ
Ｕ
域
内
で
も
、
代
理
出
産
に
関
す
る
統
一
法
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
試
み
が

な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る（

（2
（

。
統
一
法
を
作
成
す
る
前
提
と
し
て
、
各
国
の
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
内
容
が
あ
ま
り
に
も
食
い
違
っ

て
い
た
た
め
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
統
一
法
を
作
成
す
る
実
際
上
の
動
き
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
時
も
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
自
国
が

代
理
出
産
の
合
法
化
に
反
対
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
Ｅ
Ｕ
域
内
で
も
積
極
的
に
規
制
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
立
場
を
表
明

し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
国
内
に
お
い
て
、
代
理
出
産
を
認
め
る
よ
う
望
む
声
が
い
か
に
大
き
く

な
っ
た
と
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
立
場
と
し
て
は
代
理
出
産
を
合
法
化
す
る
こ
と
に
は
困
難
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
も

そ
も
、
フ
ラ
ン
ス
が
代
理
出
産
に
つ
い
て
否
定
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
の
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
多
様
な
理
由
が
存
す
る
。
す
な
わ
ち

第
一
に
、
代
理
出
産
は
、
そ
も
そ
も
自
分
が
産
ん
だ
子
を
出
産
後
、
す
ぐ
に
手
放
す
こ
と
を
約
す
る
も
の
で
あ
り
、
出
産
に
お
い
て
通
常

は
母
親
が
子
を
守
り
育
て
る
、
と
い
う
一
般
的
な
形
態
と
相
容
れ
な
い
。
第
二
に
、
金
銭
的
な
や
り
と
り
が
あ
る
場
合
は
特
に
、
人
身
売

買
に
近
い
要
素
が
存
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
第
三
に
、
仲
介
業
者
が
介
入
す
る
ケ
ー
ス
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
仲
介
者
と
代
理
母
と
の

間
に
、
法
律
な
ど
の
知
識
の
差
が
あ
り
、
圧
倒
的
に
代
理
母
の
側
が
不
利
で
あ
る
。
第
四
に
、
代
理
母
が
し
ば
し
ば
貧
し
い
国
の
出
身
で

あ
り
、
医
療
、
衛
生
状
態
も
満
足
で
な
い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、
母
体
に
対
す
る
危
険
も
大
き
い
。
第
五
に
、

一
人
の
代
理
母
で
は
出
産
ま
で
至
ら
な
い
リ
ス
ク
を
考
え
て
、
代
理
母
を
複
数
用
意
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
に
、
そ
の
う

ち
の
一
人
が
出
産
に
至
る
と
、
そ
れ
以
外
の
妊
婦
の
胎
児
は
不
要
と
い
う
こ
と
と
な
る
な
ど
、
人
道
的
な
問
題
も
存
す
る
。
第
六
に
、
イ

ン
ド
な
ど
で
は
代
理
母
が
そ
の
家
族
と
は
離
れ
、
出
産
ま
で
施
設
に
い
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
家
族
と
の
面
会
も
制
限
さ
れ
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る
な
ど
の
問
題
も
存
す
る
。
ま
た
、
仮
に
代
理
母
が
家
族
と
一
緒
に
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
代
理
母
が
既
婚
で
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
夫
と
の
関
係
、
す
で
に
子
供
が
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
子
に
与
え
る
影
響
な
ど
、
家
族
観
に
深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
場
合

も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
法
律
的
、
金
銭
的
、
心
理
的
、
人
道
的
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い

て
代
理
出
産
を
違
法
と
す
る
理
由
で
あ
る（

（2
（

。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
望
む
者
が
多
い
か
ら
と
言
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
が
す
ぐ
に
代
理
出
産
を
合
法
化
す
る
こ
と
も
考
え

に
く
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
判
例
で
一
般
化
さ
れ
た
と
思
わ
れ
た
判
断
が
後
で
覆
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
と

い
う
こ
と
を
後
押
し
す
る
理
由
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

⒞　

カ
ッ
プ
ル
の
あ
り
方
と
の
関
係

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
事
件
に
お
い
て
対
象
と
な
っ
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
異
性
間
カ
ッ
プ
ル
も
同
性
間
カ
ッ
プ
ル

も
あ
り
、
同
性
間
カ
ッ
プ
ル
の
場
合
に
も
、
男
性
間
、
女
性
間
双
方
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
カ
ッ
プ
ル
の
あ
り
方
の
違
い
は
既
に
大
き

な
意
味
を
持
た
な
い
、
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
同
性
婚
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
子
を
持
つ
こ
と
に
際
し
て
は
、
カ
ッ
プ
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
今
な
お
大
き
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
異
性
間
カ
ッ
プ
ル
の
場
合
に
は
、
自
然
の
形
に
よ
る
生
殖
が
あ
く
ま
で
も
前
提
と
な
り
、
そ
れ
が
叶
わ
な
い
時
の
方
法
と
し

て
一
連
の
生
殖
補
助
医
療
の
利
用
が
考
え
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
代
理
出
産
以
外
に
つ
い
て
は
異
性
間
カ
ッ
プ
ル
に
生
殖
補
助
医
療
を
認
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っ
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（
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め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
同
性
間
カ
ッ
プ
ル
の
場
合
に
は
、
自
然
の
形
に
よ
る
生
殖
が
そ
も
そ
も
不
可
能
で
あ
る
。
女
性
間
カ
ッ
プ
ル

の
場
合
に
、
子
を
出
産
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
女
性
と
自
然
の
生
殖
方
法
に
よ
り
子
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、

こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
女
性
が
、
生
ま
れ
て
き
た
子
と
生
物
学
上
の
親
子
関
係
を
持
つ
こ
と
は
そ
も
そ
も
不
可
能
で
あ
る
。
男
性
間
カ
ッ
プ

ル
の
場
合
に
は
、
こ
れ
に
も
ま
し
て
、
そ
も
そ
も
子
を
出
産
す
る
と
い
う
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
自
然
の
生
殖
能
力
と
い
う
点
か
ら
見
た
場
合
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
が
、
異
性
間
カ
ッ
プ
ル
で

あ
る
か
、
同
性
間
カ
ッ
プ
ル
で
あ
る
か
、
そ
し
て
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
で
あ
る
場
合
に
、
そ
れ
が
女
性
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
で
あ
る
か
、
男
性

同
士
の
カ
ッ
プ
ル
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
し
、
そ
の
違
い
を
な
お
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
同
性
婚
が
合
法
化
さ
れ
た
際
、
同
性
間
カ
ッ
プ
ル
が
子
を
有
す
る
権
利
も
認
め
ら
れ
た
が
（
民
法
典
第

三
四
五
−
一
条
）、
当
初
考
え
ら
れ
て
い
た
の
は
ど
ち
ら
か
が
有
す
る
子
を
パ
ー
ト
ナ
ー
の
子
と
し
て
も
認
め
る
、
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
。

し
か
し
次
第
に
、
代
理
出
産
な
ど
に
よ
り
子
を
も
う
け
る
例
が
出
現
し
た
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
所
も
、
こ
れ
を
脱
法
行
為
で
あ
る
と
し

て
、
親
子
関
係
を
認
め
る
こ
と
に
否
定
的
と
な
っ
た（

（2
（

。

し
か
し
破
毀
院
は
、
代
理
出
産
に
よ
っ
て
出
生
し
た
子
と
そ
の
親
と
な
ろ
う
と
す
る
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
効
力
を
全
く
否
定
す
る

立
場
か
ら
、
次
第
に
生
物
学
的
な
親
子
関
係
の
あ
る
父
親
と
の
関
係
で
は
そ
の
者
と
子
と
の
間
に
親
子
関
係
を
認
め
る
、
と
い
う
方
向
に

変
わ
っ
て
く
る
。
た
だ
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
子
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
も
養
子
縁
組
と
し
て
い
た
。
こ
の
立
場
は
、

二
〇
一
九
年
一
〇
月
の
判
決
に
お
い
て
も
、
養
子
縁
組
が
こ
う
い
っ
た
問
題
の
解
決
に
は
適
切
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
表
現
の
仕
方
で
肯
定

さ
れ
て
い
る
。
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三　

小　

括

以
上
、
プ
ラ
ス
要
因
、
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
見
た
が
、
今
後
破
毀
院
の
判
断
が
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
ん
で
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
、
欧

州
人
権
裁
判
所
の
判
断
を
破
毀
院
が
自
己
の
判
決
の
中
で
ど
の
く
ら
い
の
比
重
を
お
い
て
取
り
入
れ
る
か
、
ま
た
、
代
理
出
産
に
関
し
違

法
と
さ
れ
て
い
る
国
内
法
の
行
方
如
何
に
か
か
っ
て
く
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
が
代
理
出
産
を
違
法
と
す
る
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
断
、

諮
問
意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
、
生
ま
れ
て
き
た
子
の
人
権
は
最
大
限
に
尊
重
す
る
が
、
元
々
の
代
理
出
産
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
、
と

い
う
の
が
フ
ラ
ン
ス
の
変
わ
ら
ぬ
姿
勢
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
そ
の
姿
勢
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
二
〇
一
三

年
に
出
さ
れ
た
ト
ビ
ラ
通
達
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
は
ま
た
、
生
物
学
上
で
な
く
と
も
、
法
律
上
の
親
子
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
子
の
人
権
を
最
大
限
に
保
障
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
し
て
、
破
毀
院
は
一
二
月
の
判
決
以
降
、
積
極
的
に
法
律
上
の
親
子
関
係
を
認
め
る
と
い
う
立
場
に
舵
を
切
っ
た
の
だ
、
と

い
う
見
方
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
現
実
に
存
在
し
て
い
る
子
の
人
権
保
障
も
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
こ
の
視
点
は
ト
ビ
ラ
通
達
も

持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
法
理
論
上
の
立
場
と
現
実
の
折
り
合
い
を
ど
の
よ
う
に
つ
け
る
か
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
は
今
ま
で
も
苦
悩
し
て

き
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
苦
悩
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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外
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に
お
い
て
な
さ
れ
た
生
殖
補
助
医
療
に
よ
り
出
生
し
た
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親
子
関
係
を
め
ぐ
っ
て
（
力
丸
）

結
び
に
代
え
て

以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
は
破
毀
院
全
体
部
の
二
〇
一
九
年
一
〇
月
四
日
の
判
決
の
主
旨
を
、
一
二
月
以
降
の
判
決
に
お

い
て
一
般
化
し
た
、
と
言
い
切
る
こ
と
に
つ
い
て
は
今
な
お
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
留
保
を

つ
け
た
上
で
も
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
考
え
方
は
我
が
国
に
対
す
る
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
代
理
出
産
に
関
す
る
明
文
の
規
定
が
存
せ
ず
、
た
だ
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
の
自
主
規
制
が
存
す
る

の
み
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
は
、
長
年
明
文
の
規
定
に
よ
る
規
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の（

（2
（

、
依
然
立
法
化
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
会
の
自
主
規
制
も
我
が
国
で
の
代
理
出
産
に
つ
い
て
否
定
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
こ
と
よ
り
す
れ

ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
と
る
代
理
出
産
禁
止
の
方
向
に
基
づ
く
法
規
制
は
我
が
国
に
お
い
て
も
参
考
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
こ
の
よ
う
に
学
会
の
自
主
規
制
が
あ
る
と
し
て
も
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
と
同
様
、
事
実
上
代
理
出
産
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
子
が
出
現
す
る
可
能
性
は
あ
る（

（2
（

。
フ
ラ
ン
ス
の
苦
悩
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
問
題
を
前
に
し
た
時
に
、
我
が
国
が
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
視
点
を
提
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

た
だ
、
代
理
出
産
に
関
す
る
破
毀
院
の
判
決
に
関
連
し
て
、
父
親
が
生
物
学
上
の
父
親
で
あ
る
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
者
と
の

関
係
で
は
戸
籍
簿
へ
の
転
記
を
認
め
る
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
立
場
を
我
が
国
に
お
い
て
も
採
用
す
る
か
に
つ
き
、
慎
重
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
代
理
出
産
に
際
し
、
我
が
国
の
最
高
裁
平
成
一
九
年
決
定
の
事
案
は
父
母
双
方
の
配
偶
子
が
用
い
ら

れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
場
合
に
は
父
母
双
方
と
親
子
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ

る
。
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代
理
出
産
に
関
し
て
は
、
子
を
望
む
カ
ッ
プ
ル
の
痛
い
ほ
ど
の
気
持
ち
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
た
だ
法
律
的
の
み
な
ら
ず
、
倫
理

的
、
社
会
的
な
視
点
か
ら
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
難
し
い
問
題
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
常
に

先
送
り
す
る
こ
と
も
得
策
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

我
が
国
に
お
い
て
早
期
に
立
法
化
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
今
回
は
こ
れ
で
筆
を
置
く
こ
と
と
し
た
い
。

（
1
）
拙
稿
「
外
国
で
な
さ
れ
た
代
理
出
産
と
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
法
律
上
の
母
と
の
親
子
関
係

─
破
毀
院
全
体
部
二
〇
一
九
年
一
〇
月
四
日
判
決

を
契
機
と
し
て

─
」
法
学
新
報
一
二
七
巻
三
・
四
号
（
二
〇
二
〇
年
）。

（
2
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
判
例
評
釈
の
ほ
と
ん
ど
は
、
直
接
代
理
出
産
を
認
め
た
点
に
つ
い
て
重
点
を
置
い
て
評
釈
を
な
し
て
い
る
。

（
3
）
国
内
裁
判
所
と
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
決
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、https://w

w
w

.courdecassation.fr/publications_26/prises_
parole_2039/archives_2201/nationales_convention_8451.htm

l

（
二
〇
二
〇
年
三
月
二
九
日
確
認
）
参
照
。

（
4
）
二
〇
一
四
年
六
月
二
六
日
の
欧
州
人
権
裁
判
所
判
決
の
中
で
、
代
理
出
産
に
つ
き
、
Ｅ
Ｕ
域
内
諸
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
比
較
が
な
さ
れ
て

い
る
（n

°41 et 42

）。
す
な
わ
ち
、
代
理
出
産
を
明
確
に
禁
止
し
て
い
る
国
は
一
四
カ
国
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
エ
ス
ト
ニ

ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
セ
ル
ビ
ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ

ス
、
ト
ル
コ
で
あ
る
。

　
　
　

こ
れ
に
対
し
、
ア
ン
ド
ラ
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
マ
ル
タ
、
モ
ナ

コ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
サ
ン
マ
リ
ノ
に
は
、
代
理
出
産
に
関
す
る
明
確
な
規
定
が
な
い
。
一
般
規
定
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
る
か
、
容
認
さ
れ
て

い
な
い
、
ま
た
は
合
法
性
が
不
確
か
な
た
め
で
あ
る
。

　
　
　

反
対
に
、
厳
格
な
要
件
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
と
い
う
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
代
理
出
産
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ア
ル

バ
ニ
ア
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
英
国
、
ロ
シ
ア
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
商
業
ベ
ー
ス
で
は
な
い
代
理

出
産
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
ロ
シ
ア
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
商
業
ベ
ー
ス
で
の
代
理
出
産
も
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　

さ
ら
に
、
代
理
出
産
が
規
制
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
国
と
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
、
チ
ェ
コ
共
和
国
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
あ
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よ
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し
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ぐ
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て
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る
。

　
　
　

ま
た
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、
チ
ェ
コ
共
和

国
、
英
国
、
ロ
シ
ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
い
て
は
、
外
国
で
な
さ
れ
た
代
理
出
産
に
よ
り
生
ま
れ
た
子
の
親
に
な
ろ
う
と
す

る
者
が
、
そ
の
子
と
の
親
子
関
係
を
認
容
し
て
も
ら
う
こ
と
、
ま
た
は
法
的
に
創
設
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
認
可
状
、
外
国
判
決
や
外
国
で

の
出
生
証
明
書
に
よ
り
直
接
戸
籍
に
記
載
す
る
こ
と
、
養
子
縁
組
に
よ
る
）。

　
　
　

代
理
出
産
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
か
、
法
律
に
よ
っ
て
何
ら
の
規
定
も
置
か
れ
て
い
な
い
以
下
の
一
一
カ
国
に
お
い
て
も
親
子
関
係
の
創
設
は
可

能
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
（
父
親
と
な
ろ
う
と
す
る

者
が
生
物
学
上
の
父
親
で
あ
る
場
合
に
は
、
父
親
と
の
親
子
関
係
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
可
能
）、
マ
ル
タ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
サ
ン
マ
リ
ノ
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
そ
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
国
と
し
て
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
が
あ
る
。

　
　
　

反
対
に
親
子
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
、
ア
ン
ド
ラ
、
ド
イ
ツ
（
父
親
に
な
ろ
う
と
す
る
者
が
生
物
学
状
の
父
親
で
あ
る
場
合
を
除
く
）、

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
、
ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ア
、
モ
ナ
コ
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
お
よ

び
ト
ル
コ
で
あ
る
。

（
5
）Civ. 1

re, 18 déc. 2019, n
os 18-14.751 et 18-50.007, D

. 2020. 426, note S. Paricard; ibid. 506, obs. M
. D

ouchy-O
udot; A

J fam
. 

2020. 133, obs. J. H
oussier; ibid. 9, obs. A

. D
ionisi-Peyrusse; Civ. 1

re, 18 déc. 2019, n
o 18-11.815, D

. 2020. 426, note S. Paricard; 
ibid. 506, obs. M

. D
ouchy-O

udot; A
J fam

. 2020. 131; ibid. 9, obs. A
. D

ionisi-Peyrusse; Civ. 1
re, 18 déc. 2019, n

o 18-12.327, D
. 

actu. 20 déc. 2019, obs. T
h. Cousette; D

. 2020. 426, note S. Paricard; ibid. 506, obs. M
. D

ouchy-O
udot; A

J fam
. 2020. 131; ibid. 

9, obs. A
. D

ionisi-Peyrusse; D
. 2019. Chron. 1732 s., A

. Gouttenoire et Ph. Bonfils

（
二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
確
認
）

（
6
）Civ. 1

re, 18 déc. 2019, n
o 18-11.815, n

o 18-12.327 et n
o 18-14.751, D

. 2020. 10; A
J fam

. 2020. 9, obs. A
. D

ionisi-Peyrusse; D
. 

actu. 20 déc. 2019, obs. T
. Coustet- Recueil D

alloz, La transcription totale des actes étrangers des enfants nés d'une GPA
 : 

un schism
e entre loi et jurisprudence, 2020-426, https://w

w
w

.dalloz.fr/docum
entation/D

ocum
ent?id=RECU

EIL%
2FCH

RO
N

%
2F2020%

2F0476; Recueil D
alloz, Contentieux fam

ilial – M
élina D

ouchy-O
udot – D

. 2020. 506

（
二
〇
二
〇
年
八
月
一
日
確
認
）

（
7
）Civ. 1

re, 5 juill. 2017, n
os 16-16.901 et 16-50.025 et n

o 15-28.597, D
. 2017. 1737, com

m
uniqué C. cass., note H

. Fulchiron; ibid. 
1727, obs. P. Bonfils et A

. Gouttenoire; ibid. 2018. 528, obs. F. Granet-Lam
brechts; ibid. 641, obs. M

. D
ouchy-O

udot; ibid. 765, 
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obs. J.-C. Galloux et H
. Gaum

ont-Prat; ibid. 966, obs. S. Clavel et F. Jault-Seseke; A
J fam

. 2017. 482, obs. A
. D

ionisi-Peyrusse; 
ibid. 375, point de vue F. Chénedé; ibid. 643, Pratique P. Salvage-Gerest

（
8
）18 décem

bre 2019 / n
o 18-14.751, n

o 18-50.007; https://w
w

w
.dalloz.fr/docum

entation/D
ocum

ent?id=CA
SS_LIEU

V
ID

E_ 
2019-12-18_1814751

（
二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
確
認
）

（
9
）1re Civ., 20 m

ars 2019, pourvois n
o 18-50.008 et 18-12.327; https://w

w
w

.dalloz.fr/docum
entation/D

ocum
ent?id=CA

SS_
LIEU

V
ID

E_2019-03-20_1812327; Civ. 1, no. 18-14.751, A
J fam

. 2019. 175

（
二
〇
二
〇
年
八
月
三
日
確
認
）

（
10
）
そ
の
破
毀
申
立
に
つ
い
て
は
、n

o 10-19.053.

（
11
）18 m

ars 2020 / n
o 18-15.368; https://w

w
w

.dalloz.fr/docum
entation/D

ocum
ent?id=CA

SS_LIEU
V

ID
E_2020-03-18_1815368

（
二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
確
認
）

（
12
）François M

élin, T
ranscription d'un acte de naissance m

entionnant la m
ère et son épouse, Civ. 1re, 18 m

ars 2020, FS-
P+B, n

°18-15.368, D
alloz actualité 11 m

ai 2020

（
二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
確
認
）

（
13
）
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
五
日
に
、
国
民
議
会
第
一
読
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
（http://w

w
w

.assem
blee-nationale.fr/dyn/15/textes/

l15t0343_texte-adopte-seance

（
二
〇
二
〇
年
六
月
二
五
日
確
認
））、
法
案
の
審
議
は
上
院
に
移
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
上
院
に
お
い
て
は
、

二
〇
二
〇
年
一
月
に
審
議
が
な
さ
れ
た
（https://w

w
w

.senat.fr/seances/s202001/s20200121/s20200121008.htm
l; https://w

w
w

.
lem

onde.fr/politique/article/2020/01/23/loi-sur-la-bioethique-le-senat-vote-l-ouverture-de-la-pm
a-a-toutes-les-

fem
m

es_6026896_823448.htm
l; https://w

w
w

.lefigaro.fr/flash-actu/le-senat-vote-l-ouverture-de-la-pm
a-a-toutes-les-

fem
m

es-20200123

（
二
〇
二
〇
年
七
月
三
一
日
確
認
））。
こ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
国
民
と
し
て
も
こ
の
問
題
よ
り

は
む
し
ろ
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
悪
化
し
た
経
済
や
雇
用
問
題
を
先
に
解
決
す
べ
き
で
あ
る
、
と
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
た
（Ifop

調
査
：Les 

débats sur la PM
A

 au lendem
ain du déconfinem

ent; https://w
w

w
.ifop.com

/w
p-content/uploads/2020/06/117458-Rapport.

pdf

）（
二
〇
二
〇
年
六
月
二
五
日
確
認
）。
し
か
し
、
二
〇
二
〇
年
七
月
三
一
日
、
国
民
第
二
読
会
に
お
い
て
、
六
六
票
対
二
七
票
、
棄
権
三
票

で
可
決
し
た
。
国
民
議
会
に
お
い
て
は
、
社
会
保
険
に
よ
り
償
還
さ
れ
る
こ
と
も
可
決
さ
れ
た
（https://w

w
w

.lefigaro.fr/actualite-france/
loi-bioethique-l-assem

blee-adopte-le-projet-de-loi-une-deuxiem
e-fois-20200801; https://w

w
w

.lem
onde.fr/societe/

article/2020/08/01/loi-bioethique-l-assem
blee-adopte-le-projet-de-loi-en-deuxiem

e-lecture_6047874_3224.htm
l

（
二
〇
二
〇
年
八



八
〇
一

外
国
に
お
い
て
な
さ
れ
た
生
殖
補
助
医
療
に
よ
り
出
生
し
た
子
と
の
親
子
関
係
を
め
ぐ
っ
て
（
力
丸
）

月
一
日
確
認
））。

（
14
）A

ctualités de la bioéthique – A
m

élie D
ionisi-Peyrusse – A

J fam
. 2020. 9  https://w

w
w

.dalloz.fr/docum
entation/D

ocum
e

nt?id=A
JFA

M
%

2FCH
RO

N
%

2F2020%
2F0063

（
15
）https://w

w
w

.legifrance.gouv.fr/affichJuriA
dm

in.do?idT
exte=CET

A
T

EX
T

000029926601

（
二
〇
二
〇
年
八
月
六
日
確
認
）

（
16
）https://w

w
w

.ifop.com
/w

p-content/uploads/2019/06/115524_Rapport_Ifop_A
D

FH
_2019-sans-don.pdf

（
二
〇
一
九
年
一
〇
月

二
八
日
確
認
）pp.11 et ss.

（
17
）
前
掲
注（
16
）、p.13.

（
18
）
前
掲
注（
16
）、p.14.

（
19
）https://w

w
w

.ifop.com
/w

p-content/uploads/2019/09/PM
A

-sept_2019.pdf

（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
八
日
確
認
）pp.6

─7

（
20
）
前
注
統
計
資
料
、p.8.

（
21
）
こ
れ
に
対
し
て
は
、
父
親
が
い
な
く
て
も
子
を
持
て
る
と
い
う
こ
と
よ
り
、
単
に
法
律
上
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
伝
統
的
な
家
族
観
念
に
大
規

模
な
変
更
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
慎
重
な
姿
勢
を
示
す
者
、
団
体
も
あ
る
。
そ
の
反
面
で
、
国
家
倫
理
諮
問
委
員
会
（Com

ité 
consultatif national d'éthique: CCN

E
）
は
、
報
告
書
を
出
す
な
ど
し
て
問
題
点
を
指
摘
し
、
自
ら
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
明
ら

か
な
反
対
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
七
年
以
降
様
々
な
事
情
で
審
議
が
中
断
、
改
正
作
業
が
延
期
さ
れ
て
お
り
、

二
〇
二
〇
年
八
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
国
民
議
会
の
第
二
読
会
で
法
案
が
可
決
さ
れ
た
。

（
22
）
前
掲
注（
1
）
参
照
。

（
23
）D

.2019, p.2000, 2423, point de vue T
. Perroud.

（
24
）http://w
w

w
.econom

iem
atin.fr/new

s-pays-europeens-gestation-pour-autrui

（
二
〇
二
〇
年
八
月
六
日
確
認
）

（
25
）
拙
稿
「
同
性
間
カ
ッ
プ
ル
が
子
を
持
つ
権
利
と
フ
ラ
ン
ス
生
命
倫
理
法
改
正
へ
の
動
き
」
比
較
法
雑
誌
五
二
巻
四
号 

一
二
七
頁
（
二
〇
一
九

年
）

（
26
）
前
掲
注（
1
）
参
照
。

（
27
）
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
が
、
二
〇
〇
三
年
四
月
に
明
ら
か
に
し
た
「
代
理
懐
胎
に
関
す
る
見
解
」（http://w

w
w

.jsog.or.jp/m
odules/

statem
ent/index.php?content_id=34

（
二
〇
二
〇
年
七
月
三
一
日
確
認
））
に
よ
れ
ば
、
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「
1
、
代
理
懐
胎
に
つ
い
て
は
、
子
を
望
む
不
妊
夫
婦
の
受
精
卵
を
妻
以
外
の
女
性
の
子
宮
に
移
植
す
る
場
合
（
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
）
と
依
頼
者

夫
婦
の
う
ち
夫
の
精
子
を
妻
以
外
の
女
性
に
人
工
受
精
す
る
場
合
（
サ
ロ
ゲ
イ
ト
マ
ザ
ー
）
と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
倫
理
的
・
法
律
的
・
社

会
的
・
医
学
的
な
多
く
の
問
題
を
は
ら
む
点
で
共
通
し
て
い
る
。

　
　
　

2
、
代
理
懐
胎
の
是
非
に
つ
い
て
、
実
施
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

　
　
　

1　

生
ま
れ
て
く
る
子
の
福
祉
を
最
優
先
す
る
べ
き
で
あ
る

　
　
　

2　

代
理
懐
胎
は
身
体
的
危
険
性
・
精
神
的
負
担
を
伴
う

　
　
　

3　

家
族
関
係
を
複
雑
に
す
る

　
　
　

4　

代
理
懐
胎
契
約
は
倫
理
的
に
社
会
全
体
が
許
容
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
」

　
　
　

と
し
て
い
る
。

（
28
）
最
高
裁
判
所
は
平
成
一
九
年
決
定
の
判
断
の
際
に
、
津
野
裁
判
官
、
古
田
裁
判
長
が
補
足
意
見
に
お
い
て
立
法
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
同
裁
判
官
ら
は
、
代
理
出
産
に
関
し
生
じ
う
る
種
々
の
問
題
に
つ
い
て
は
、「
何
ら
法
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
状
況
の
下
で
は
、
子
を

懐
胎
、
出
産
し
、
新
し
い
生
命
を
現
に
誕
生
さ
せ
た
女
性
を
母
と
す
る
原
則
を
変
更
し
て
、
卵
子
を
提
供
し
た
女
性
を
母
と
す
る
こ
と
に
は
ち
ゅ

う
ち
ょ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。」
と
、
懐
胎
・
出
産
し
た
者
を
母
と
す
る
我
が
国
の
伝
統
的
な
ル
ー
ル
に
関
し
て
も
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

ま
た
、
今
井
裁
判
官
は
、
そ
の
補
足
意
見
の
中
で
、
代
理
出
産
な
ど
の
問
題
が
民
法
制
定
当
時
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
民

法
典
に
規
定
が
な
い
こ
と
の
み
を
も
っ
て
、
直
ち
に
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
、
と
述
べ
る
。「
本
件
子
ら
の
福
祉
と
い
う
点
か

ら
考
え
れ
ば
、
…
…
法
的
な
実
親
子
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
そ
の
福
祉
に
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。」
し
か
し
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど

単
純
で
は
な
く
、「
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
実
親
子
関
係
を
法
的
に
認
め
る
こ
と
の
我
が
国
の
身
分
法
秩
序
な
ど
に
及
ぼ
す
影
響
を
も
視
野
に
入

れ
た
考
察
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
し
、
結
論
的
に
は
立
法
の
必
要
性
を
述
べ
る
。

　
　
　

以
上
の
よ
う
に
、
最
高
裁
は
代
理
出
産
に
関
し
立
法
の
必
要
性
は
広
く
認
め
る
も
の
の
、
そ
の
立
法
が
存
在
し
な
い
現
在
に
お
い
て
は
、
今
ま

で
の
よ
う
に
、
懐
胎
・
出
産
し
た
女
性
を
子
の
母
親
と
す
る
と
い
う
原
則
を
基
に
考
え
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
一
致
し
て
い
る
（
最

高
裁
第
二
小
法
廷
平
成
一
九
年
三
月
二
三
日
決
定
民
集
第
六
一
巻
二
号
六
一
九
頁
）。

（
29
）
前
注
最
高
裁
平
成
一
九
年
判
決
。

（
本
学
法
学
部
准
教
授
）


